食品リサイクル肥料認証制度実施要領（認証機関運営要領）
平成21年4月1日 制定
平成26年4月1日一部改正
平成27年7月1日一部改正
令和5年7月1日一部改正
（目的）

第1条 この要領は食品リサイクル肥料認証制度実施要綱（以下「要綱」という。）に基づき、食品リサイクル肥料の認証申請、食品リサイクル肥料認証機関の組織及び運営について必要な事項を定める。

（認証機関の体制）

第2条 食品リサイクル肥料認証機関は、食品リサイクル肥料の審査を適正に行うため、外部の有識者や専門家等を含む委員で構成する食品リサイクル肥料認証審査委員会を設置するものとする。
（認証申請の手続）

第3条 食品リサイクル肥料の認証申請を行う者は、要綱の別紙様式1により申請書を作成し、1銘柄当り別添１に示す審査料および表示使用料（3年間分）を指定の銀行口座に振り込むものとする。
２　　前項の申請書には、申請する特殊肥料または普通肥料に応じて要綱別紙様式１に記載する書類及び特殊肥料サンプル500ｇ、普通肥料サンプル500ｇを添付するものとする。
３　　食品リサイクル肥料の認証申請を行う者のうち、食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律第11条に基づく登録再生利用事業者または同法第19条に基づく認定再生利用事業者は、認証申請書類リストに示す書類（要領第３条関係）及び肥料サンプル500ｇを提出するものとする。
４　　更新申請する場合は、1銘柄当り別添１に示す更新審査料および表示使用料（3年間分）を指定の銀行口座に振り込むものとする。
（認証申請等の受理）
第4条 食品リサイクル肥料認証機関は、肥料製造事業者から認証申請があったときは申請書類、添付書類及び肥料サンプルについて要綱に適合しているか確認を行う。書類等の不足や記載内容の不備があれば、当該申請者に対して内容を通知し再提出を要請するものとする。
２　　　食品リサイクル肥料認証機関は、肥料サンプルについて異物混入の有無を確認する。

３　　　食品リサイクル肥料認証機関は、申請対象がたい肥の場合は提出されたサンプルについて熱水抽出法によるこまつな発芽試験を行い、当該サンプルの発芽率を確認する。
４　　　食品リサイクル肥料認証機関は、認証申請、認証の更新申請、認証内容の変更の報告、認証の取消に関わる事項等について、審査すべき項目を確認し必要に応じて現地調査するものとする。
第5条 （食品リサイクル肥料認証審査委員会の開催）

第6条 食品リサイクル肥料認証機関は、認証申請を受理したときは認証審査委員会を開催し、審査に当たるものとする。

２　　　食品リサイクル肥料認証審査委員会は申請書及び添付書類、食品リサイクル肥料認証機関による肥料サンプル調査結果を審査し、必要に応じて申請者へのヒアリング、現地調査を行うものとする。

３　　　食品リサイクル肥料認証審査委員会は認証の更新申請、認証内容の変更の報告、認証の取消に関わる事項について審査するものとする。

（認証の通知）

第7条 食品リサイクル肥料認証機関は、要綱第7条第2項の規定により認証を行う場合は、要綱別紙様式２により、申請者に対して認証書を交付し、認証番号を通知するものとする。

２　　認証番号は、都道府県番号、事業場番号、肥料の銘柄別番号、西暦の下２桁を組み合わせた８桁の数字で付与する。
３　　食品リサイクル肥料認証機関は、食品リサイクル肥料について、名称並びに認証事業者の氏名、住所、連絡先等の一覧を認証機関のホームページ上で公表するものとする。

（補則）
第8条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
別添１
手　数　料　体　系
	（認証申請）
	
	（更新申請）

	項目
	料金
	
	項目
	料金

	
	
	
	
	更新1,2回目
	更新3回目以降

	審査料
	２２,０００円
	
	更新審査料
	１１，０００円
	１１，０００円

	表示使用料
	３３,０００円
	
	表示使用料
	２３，１００円＊２
	１６，５００円＊３

	手数料合計
	５５,０００円＊１
	
	手数料合計
	３４，１００円
	２７，５００円


＊１：　認証申請時の手数料合計について、下記の者は15%割り引く（100円未満切捨て）。
◯ 一般財団法人日本土壌協会の賛助会員
◯ 一般社団法人日本有機資源協会の法人及び団体会員
（正会員又は賛助会員）
◯ 一般社団法人日本有機資源協会による養成研修修了のコンポスト
生産管理者（所属事業所）
〇 全国食品リサイクル登録再生利用事業者事務連絡会会員
表示使用料（3年間分）について
＊２：　更新1回目および更新2回目は、認証申請時の表示使用料の30%引きとする。
＊３：　更新3回目以降は認証申請時の表示使用料の50%引きとする。
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